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―
徳
川
義
直
の
学
問
の
志
向
性

六
国
史
の
写
本

　

蓬
左
文
庫
所
蔵
の
典
籍
の
う
ち
、
日
本
古
代
史
に
関

わ
る
も
の
か
ら
順
に
再
調
査
し
、
そ
の
書
誌
と
特
色
を

よ
り
明
確
化
し
よ
う
。
そ
う
考
え
て
、二
〇
一
七
年
、愛

知
県
在
住
の
古
代
史
研
究
者
が
参
集
し
、「
蓬
左
文
庫
典

籍
研
究
会
」を
結
成
し
て
、所
蔵
典
籍
の
調
査
・
研
究
を

進
め
て
き
た
。
関
係
の
典
籍
を
順
次
拝
見
し
て
い
く
中

で
、私
は
あ
る
こ
と
に
気
づ
い
た
。
そ
れ
は
、「
六
国
史
」

の
写
本
が
立
派
で
、
充
実
し
て
い
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

「
六
国
史
」と
は
、
よ
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
、『
日
本
書

紀
』『
続
日
本
紀
』『
日
本
後
紀
』『
続
日
本
後
紀
』『
日
本

文
徳
天
皇
実
録
』『
日
本
三
代
実
録
』の
こ
と
で
、
古
代

国
家
が
編
纂
し
た
六
部
の
歴
史
書
の
総
称
で
あ
る
。
こ

れ
ら
は
古
代
国
家
が
力
を
入
れ
て
作
成
し
た
も
の
で
、

今
日
に
お
い
て
も
日
本
古
代
の
歴
史
を
探
究
す
る
基
本

史
料
に
な
っ
て
い
る
。

　

蓬
左
文
庫
の
六
国
史
の
中
で
最
も
著
名
な
も
の
は
、

鎌
倉
時
代
書
写
の『
続
日
本
紀
』で
、
金か

な

沢ざ
わ

文
庫
旧
蔵
の

古
写
本（
巻
子
装
）で
あ
る
。
そ
れ
が
、
頼
慶
、
快
運
の

手
を
経
由
し
て
、徳
川
家
康
の
所
蔵
と
な
り
、さ
ら
に
そ

れ
が
家
康
の
子
の
徳
川
義
直（
一
六
〇
〇
～
一
六
五
〇
）

に
相
続
さ
れ
て
、
蓬
左
文
庫
に
伝
蔵
さ
れ
る
と
こ
ろ
と

な
っ
た
。
こ
れ
は
、
全
四
十
巻
の
う
ち
巻
十
一
～
巻
四

十
が
金
沢
文
庫
旧
蔵
本
で
、
現
存
最
古
の『
続
日
本
紀
』

写
本
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、
巻
一
～
巻
十
は

慶
長
十
九
年（
一
六
一
四
）の
補
写
本
で
あ
る
。

　

次
に
、『
日
本
書
紀
』神
代
巻（
二
冊
）が
注
目
さ
れ
る
。

こ
れ
は
、奥
書
に「
神
代
上
下
巻
、依
大
久
保
石
見
守
長

安
厳
命
、
以
累
家
秘
本
令
書
写
之
同
加
朱
墨
両
点
訖
。

猥
莫
許
外
見
矣
／
慶
長
己
酉
秊
夏
吉
曜
日
／
神
祇
管
領

長
上
従
二
位
／
卜
部
朝
臣
兼
見（
朱
印
）」と
あ
り
、
こ

こ
か
ら
、
慶
長
十
四
年（
一
六
〇
九
）、
家
康
の
家
臣
の

大
久
保
長
安
の
厳
命
に
よ
っ
て
、
卜う

ら
べ部

兼か
ね

見み
（
吉
田
兼

見
、一
五
三
五
～
一
六
一
〇
）が
卜
部
家
の
秘
本
を
母
本

に
書
写
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
卜
部
家

に
は『
日
本
書
紀
』の
善
本
が
伝
来
し
て
お
り
、
家
康
は

そ
の
写
し
を
希
望
し
、
兼
見
に
よ
っ
て
書
写
・
加
点
が

な
さ
れ
た
。
そ
れ
が
家
康
蔵
本
と
な
り
、
の
ち
義
直
に

相
続
さ
れ
た
。

　

先
の『
続
日
本
紀
』も
、
こ
の『
日
本
書
紀
』も
、
と
も

に
家
康
か
ら
義
直
に
分
与
、
相
続
さ
れ
た「
駿す

る
が河
御お

譲ゆ
ず
り

本ぼ
ん

」で
あ
る
。
蓬
左
文
庫
に
は
、さ
ら
に
こ
れ
と
は
別
本

の『
日
本
書
紀
』『
続
日
本
紀
』が
複
数
本
所
蔵
さ
れ
て

お
り
、
こ
の
二
書
が
重
視
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

ま
た
、『
日
本
書
紀
』の
注
釈
書
で
あ
る
一い

ち

条じ
ょ
う

兼か
ね

良よ
し『

日

本
書
紀
纂さ

ん

疏そ

』（
六
冊
）の
室
町
時
代
の
書
写
本
も
所
蔵

さ
れ
て
い
る
。

角す
み
の

倉く
ら

素そ

庵あ
ん

、平
次
の
尽
力

　
蓬
左
文
庫
に
は
、『
続
日
本
紀
』の
興
味
深
い
写
本
が

も
う
一
つ
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
そ
ち
ら
は
冊
子
本
で
、

十
三
冊
か
ら
な
り
、
巻
一
の
奥
書
に「
考
本
云
永
正
十

二
年
閏
二
月
三
日
書
之
／
元
和
八
壬
戌
年
仲
夏
廿
日
以

実
隆
公
自
筆
木
考
了
同
日
加
句
読
／
西
山
期
遠
子
」と

あ
る
。
こ
こ
か
ら
、
こ
の
本
が
角
倉
素
庵（
一
五
七
一

～
一
六
三
二
）が
元
和
八
年（
一
六
二
二
）に
、
三さ

ん

条じ
ょ
う

西に
し

実さ
ね

隆た
か（
一
四
五
五
～
一
五
三
七
）の
自
筆
本
を
用
い
て

校
合
し
た
本
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。「
西
山
」「
期

遠
」は
素
庵
の
別
号
で
あ
る
。
吉
岡
眞
之
氏
の
研
究
に

よ
る
と
、こ
の
奥
書
は
他
の
素
庵
の
筆
跡
と
合
致
し
、ま

た
こ
の
写
本
の
他
の
多
く
の
書
き
入
れ
も
素
庵
の
筆
跡

と
見
て
よ
い
と
い
う［
吉
岡
一
九
九
四
］。
蓬
左
文
庫

の
書
籍
目
録
で
あ
る『
御
書
籍
目
録　
地
』（
寛
永
）に

よ
る
と
、
こ
の
本
は
角
倉
平
次
の
献
上
に
よ
っ
て
蓬
左

文
庫
に
入
っ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は「
酉
年
」す
な
わ

ち
寛
永
十
年（
一
六
三
三
）の
こ
と
で
あ
っ
た
。
平
次

は
素
庵
の
次
男
で
あ
る（
な
お「
戌
年
買
本
」は
前
を
受

蓬
左
文
庫
の
六り

っ

国こ
く

史し

令
和
四
年
度
蓬
左
文
庫
講
演
会

名
古
屋
市
立
大
学
特
任
教
授
　
吉
田
一
彦

『日本書紀』神代巻　上　蓬左文庫蔵
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け
る
の
で
は
な
く
、後
ろ
に
か
か
っ
て
い
る
。『
続
日
本

紀
』な
ど
は
前
を
受
け
て
お
り
、「
酉
年
」に
文
庫
に
入
っ

て
い
る
。
吉
岡
氏
は
戌
年
と
す
る
が
酉
年
と
す
べ
き
で

あ
る
）。

　

角
倉
素
庵
は
、
角
倉
了
以（
一
五
五
四
～
一
六
一
四
）

の
子
で
、父
の
事
業
を
継
承
、発
展
さ
せ
、土
倉
に
し
て

朱
印
船
貿
易
家
と
し
て
活
躍
し
、
大
堰
川（
保
津
川
）や

高
瀬
川
の
河
川
開
発
を
行
な
っ
た
こ
と
で
も
知
ら
れ

て
い
る
。
彼
は
学
問
に
傾
倒
し
、
藤
原
惺せ

い

窩か
（
一
五
六

一
～
一
六
一
九
）に
師
事
し
、
林
羅ら

山ざ
ん（
一
五
八
三
～
一

六
五
七
）、
堀
杏き

ょ
う

庵あ
ん（
一
五
八
五
～
一
六
四
二
）ら
と
交

友
し
た
。
特
に
、晩
年
は
学
究
生
活
を
も
っ
ぱ
ら
と
し
、

蔵
書
数
千
巻
を
所
蔵
し
た
と
い
う［
林
屋
二
〇
一
七
］。

素
庵
は
寛
永
九
年（
一
六
三
二
）に
死
去
し
、そ
の
翌
年
、

彼
が
校
注
を
書
き
込
ん
だ『
続
日
本
紀
』が
、
子
の
平
次

に
よ
っ
て
義
直
に
献
上
さ
れ
た
。
そ
れ
は
義
直
が
計
画

し
て
い
た『
類
聚
日
本
紀
』の
素
材
と
な
る
べ
く
作
成

さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た［
吉
岡
一
九
九
四
］。

　

こ
の
年
は
、
ま
た
平
次
に
よ
っ
て
、『
菅
家
文
草
』『
源

氏
系
図
』『
藤
氏
系
図
』『
後
紀
』『
文
徳
実
録
』『
三
代
実

録
』が
義
直
に
献
上
さ
れ
た
こ
と
が
、『
御
書
籍
目
録　
地
』

（
寛
永
）か
ら
知
ら
れ
る
。
こ
の
う
ち『
後
紀
』『
文
徳
実

録
』『
三
代
実
録
』は
六
国
史
の
三
つ
で
あ
る
。
こ
こ
の

『
後
紀
』は
大
平
和
典
氏
に
よ
れ
ば
、『
日
本
後
紀
』で
は

な
く
、『
続
日
本
後
紀
』の
こ
と
と
理
解
さ
れ
る
と
い
う

［
大
平
二
〇
一
八
］。
従
う
べ
き
理
解
と
思
わ
れ
る
。
た

だ
、
平
次
献
上
の『
続
日
本
後
紀
』は
蓬
左
文
庫
に
現
存

し
て
い
な
い
。
一
方
、
平
次
献
上
の『
文
徳
実
録
』『
三

代
実
録
』は
今
も
蓬
左
文
庫
に
あ
る
。
こ
れ
は
丁
寧
に

作
成
さ
れ
た
大
型
の
本
で（『
日
本
三
代
実
録
』第
一
冊

は
三
一
・
六
×
二
二
・
八
㎝
）、献
上
者
の
誠
意
が
滲に

じ

み

出
る
美
本
に
な
っ
て
い
る
。

失
わ
れ
た『
日
本
後
紀
』を
も
と
め
て

　
六
国
史
の
う
ち
、『
日
本
後
紀
』は
、
十
五
世
紀
の
応
仁

の
乱
の
頃
に
多
く
の
巻
が
散
逸
し
て
し
ま
い
、
そ
の
後

ど
こ
か
に
な
い
か
、
探
し
求
め
る
努
力
が
続
け
ら
れ
た
。

よ
う
や
く
、十
八
世
紀
、三
条
西
家
に
全
四
十
巻
の
う
ち

十
巻
だ
け
存
在
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
が
、
そ
の
本

も
広
く
流
布
す
る
こ
と
は
な
く
、幕
末
に
至
っ
た
。
現
在

も
、
私
た
ち
は
そ
の
十
巻
分
だ
け
を
見
る
こ
と
が
で
き
、

他
の
巻
に
つ
い
て
は
諸
書
か
ら
逸
文
が
収
集
さ
れ
る
の

み
で
、残
念
な
が
ら
全
貌
は
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
い
る
。

　

蓬
左
文
庫
に
は
、『
日
本
後
紀
』が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
冊
子
本
で
、
全
二
〇
冊
か
ら
な
っ
て
い
る
。
た

だ
し
、「
蓬
左
文
庫
蔵
書
検
索
シ
ス
テ
ム
」は
、
こ
れ
を

「
日
本
後
紀（
偽
撰
）二
〇
巻
二
〇
冊
／
写
本
／
江
戸
末

期
」と
し
て
い
る
。こ
の
本
は
、後
述
の
徳
川
義
直
編『
類

聚
日
本
紀
』全
一
七
〇
巻
か
ら『
日
本
後
紀
』該
当
部
分

（
巻
七
十
一
～
九
十
）の
二
〇
巻
分
を
抜
粋
し
た
も
の

で
、「
推
定
復
元『
日
本
後
紀
』」と
で
も
呼
ぶ
べ
き
も
の

で
あ
り
、『
類
聚
日
本
後
紀
』の
名
称
で
流
布
す
る
本
も

あ
る（
愛
知
県
図
書
館
本
な
ど
）。題
材
と
し
た
史
料
は
、

大
平
和
典
氏
に
よ
れ
ば
、『
類
聚
国
史
』『
日
本
紀
略
』『
類

聚
三
代
格
』『
公
卿
補
任
』『
元
亨
釈
書
』『
続
日
本
後
紀
』

『
経
国
集
』『
新
撰
姓
氏
録
』『
釈
日
本
紀
』で
あ
る
と
い

う［
大
平
二
〇
一
八
］。
こ
れ
は
、
し
た
が
っ
て「
偽
撰
」

と
い
い
う
る
し
、そ
う
評
価
す
べ
き
本
で
は
あ
る
が
、一

方
で『
日
本
後
紀
』推
定
復
元
本
の
一
つ
と
も
い
い
う

る
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
出
来
栄
え
は
残
念

な
が
ら
芳
し
い
も
の
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。

徳
川
家
康
の
学
問
の
志
向
性

　

徳
川
家
康
は
、
よ
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
読
書
・
学
問

を
重
視
し
、多
数
の
書
物
を
収
集
・
所
蔵
し
た［
丸
山
二

〇
二
二
］。
家
康
の
侍
医
だ
っ
た
板い

た

坂さ
か

卜ぼ
く

斎さ
い（
一
五
七

八
～
一
六
五
五
）の『
板
坂
卜
齋
覚
書
』に
は
、「
根
本
、

詩
作
・
歌
・
連
歌
は
御
嫌
ひ
に
て
、論
語
・
中
庸
・
史
記
・

『御書籍目録　地』（寛永）より　蓬左文庫蔵
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漢
書
・
六り

く

韜と
う
・
三
略
・
貞
観
政
要
。
和
本
は
延
喜
式
・
東

鑑
也
。
其
外
色
々
、
大
明
に
て
は
高
祖
の
寛か

ん

仁じ
ん

大た
い

度ど

を

御
褒
め
、唐
の
太
宗
・
魏ぎ

徴ち
ょ
う

を
御
褒
、張
良
・
韓
信
・
太

公
望
・
文
王
・
武
王
・
周
公
、日
本
に
て
は
頼
朝
を
常
々

御
咄
な
さ
れ
候
」と
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、家
康
は
詩

歌
は
嫌
い
だ
っ
た
が
、中
国
の
儒
教
の
書
、史
書
、兵
書
、

政
務
書
を
よ
く
読
み
、
和
書
と
し
て
は
、『
延
喜
式
』『
吾

妻
鏡
』を
重
視
し
た
と
い
う
。ま
た
、政
治
家
と
し
て
は
、

中
国
の
著
名
な
人
物
た
ち
と
並
ん
で
、
日
本
で
は
源
頼

朝
に
強
い
関
心
が
あ
っ
た
と
い
う
。
家
康
の
学
問
の
志

向
性
は
、
今
日
の
学
問
区
分
で
い
う
な
ら
中
国
史
と
中

国
政
治
思
想
史
、
お
よ
び
日
本
中
世
史
と
い
う
こ
と
に

な
ろ
う
か
。家
康
は
、晩
年
、本
の
出
版
事
業
を
行
な
い
、

『
吾
妻
鏡
』や
、
唐
の
太
宗
が
魏
徴
ら
に
命
じ
て
編
纂
さ

せ
た『
群
書
治
要
』な
ど
を
刊
行
し
た
。

徳
川
義
直
の
学
問
の
志
向
性

　

義
直
は
、
父
の
学
問
尊
重
の
精
神
を
継
承
し
た
。
だ

が
、私
見
に
よ
る
と
、家
康
と
義
直
に
は
学
問
の
志
向
性

に
若
干
の
差
異
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
い
や
、
そ

の
差
異
は
小
さ
い
よ
う
に
思
わ
れ
て
、
実
は
大
き
な
思

想
の
差
異
だ
っ
た
と
見
る
べ
き
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

先
に
も
見
た『
御
書
籍
目
録　
地
』（
寛
永
）に
は
、
そ
の

冒
頭
、
義
直
の
御
前
に
常
に
在
っ
た
十
部
の
書
物
が
列

記
さ
れ
、「
以
上
十
部
常
在
御
前
」と
の
注
記
が
な
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
十
部
と
は
、『
日
本
書
紀
』以
下
の
六
国

史
と（
た
だ
し『
日
本
後
紀
』を
除
く
）、『
旧
事
紀（
先
代

旧
事
本
紀
）』『
古
事
記
』『
延
喜
式
』『
本
朝
書
籍
目
録
』

『
姓
氏
録（
新
撰
姓
氏
録
）』で
あ
っ
た
。
義
直
の
学
問

の
志
向
性
は
、
今
日
の
学
問
区
分
で
い
う
と
日
本
古
代

史
に
あ
り
、と
り
わ
け
六
国
史
に
強
い
関
心
が
あ
っ
た
。

　

義
直
は
自
ら
も
書
物
を
編
纂
、著
作
し
た
。
そ
の
代
表

作
は『
類
聚
日
本
紀
』『
神
祇
宝
典
』で
、ど
ち
ら
も
正
保
三

年（
一
六
四
六
）の
成
立
で
あ
る
。
ま
た
、
他
に
も『
御
年

譜
』『
初
学
文
草
』『
軍
書
合
鑑
』『
成
功
記
』を
撰
述
し
た
。

こ
の
う
ち
、『
神
祇
宝
典
』は
伊
勢
神
宮
を
は
じ
め
と
す
る

諸
神
社
の
祭
神
に
つ
い
て
の
研
究
書
で
、義
直
が
日
本
の

神
社
と
そ
の
祭
神
に
強
い
関
心
を
有
し
て
い
た
こ
と
が

知
ら
れ
る
。『
御
年
譜
』（
東
照
大
神
君
年
譜
）は
家
康
の

詳
細
な
年
譜
で
、や
は
り
正
保
三
年
の
成
立
で
あ
る
。『
成

功
記
』は
家
康
の
種
々
の
業
績
を
記
し
た
事
績
録
で
あ

る
。
ま
た『
軍
書
合
鑑
』は
和
漢
の
軍
書
を
引
用
し
な
が

ら
武
将
の
心
得
を
説
く
兵
法
書
で
あ
り
、『
初
学
文
草
』は

修
身
、軍
事
、治
国
、礼
法
、神
社
、葬
事
な
ど
に
つ
い
て
、

初
学
者
の
た
め
に
仮
名
で
記
し
た
書
物
で
あ
る
。

　

中
で
、
特
に
注
目
さ
れ
る
の
は『
類
聚
日
本
紀
』全

一
七
四
巻
で
あ
る
。
こ
れ
は
六
国
史
の
本
文
を
つ
な
ぎ

合
わ
せ
て
一
書
と
し
た
も
の
で
あ
る（
た
だ
し『
日
本

後
紀
』部
分
は
推
定
復
元
）。
義
直
は
、こ
の
書
物
を
い
か

な
る
目
的
で
作
成
し
た
の
か
。
本
書
の「
序
」を
見
る
と
、

委
曲
を
尽
く
し
た
修
辞
と
、「
天
壌
無
窮
の
神
勅
」に
言

及
す
る
よ
う
な
学
識
溢
れ
る
名
文
に
な
っ
て
い
る
が
、た

だ
本
書
作
成
の
目
的
を
明
快
に
説
く
も
の
に
は
な
っ
て

い
な
い
。
一
体
、
何
の
た
め
に
こ
の
書
物
を
作
っ
た
の

か
。
本
文
を
連
結
さ
せ
る
だ
け
な
ら
、『
日
本
書
紀
』か

ら
順
に
各
巻
を
並
べ
て
も
同
じ
こ
と
な
の
で
は
な
い

か
。
筆
者
に
は
、
便
宜
の
た
め
に
作
成
さ
れ
た
と
は
思

わ
れ
な
い
。
だ
と
す
る
と
、
義
直
は〈
通
史
〉を
作
成
し

た
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
今
は
そ
う
憶
測
し
て
い
る
。

『日本後紀』第一冊冒頭部分
蓬左文庫蔵

『御書籍目録　地』（寛永）より　蓬左文庫蔵
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な
お
、
こ
の
書
物
の
撰
述
に
関
与
し
た
の
は
、
近ち

か

松ま
つ

茂し
げ

矩の
り『

昔
む
か
し
ば
な
し咄』に

よ
れ
ば
、深
田
正
室
、竹
野
安
齋
、堀
勘
兵
衛

で
あ
っ
た
と
い
う
。
田
辺
裕
氏
は
、彼
ら
に
加
え
て
堀
杏

庵
が
深
く
関
与
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
推
定
し
て

い
る
。
ま
た
、本
書「
序
」に
つ
い
て
、田
辺
氏
は
林
羅
山

に
よ
る
代
作
だ
ろ
う
と
説
い
て
い
る［
田
辺
一
九
七
〇
］。

筆
者
も
、「
序
」の
修
辞
・
学
識
か
ら
見
て
、
学
者
に
よ
る

代
作
と
見
る
説
を
支
持
し
た
い
。
な
お
、『
類
聚
日
本
紀
』

は
正
保
三
年
に
完
成
し
た
が
、
公
刊
が
な
さ
れ
ず
、
む
し

ろ
秘
さ
れ
た
。本
書
の
最
初
の
刊
行
は
、昭
和
十
四
年（
一

九
三
九
）に
な
っ
て
の
こ
と
で
、
尾
張
徳
川
黎
明
会
に
よ

っ
て
和
装
の
複
製
本
と
し
て
公
刊
さ
れ
た
。

　

義
直
は
、
家
康
が
中
国
政
治
思
想
史
や
日
本
中
世
史

に
関
心
を
寄
せ
た
の
と
は
対
照
的
に
、
日
本
古
代
史
に

強
い
関
心
を
持
っ
た
。
彼
は
朝
廷
尊
重
の
政
治
思
想
を

持
っ
た
が
、
そ
れ
は
彼
の
学
問
の
深
化
と
と
も
に
形
成

さ
れ
て
い
っ
た
も
の
と
理
解
さ
れ
る
。

義
直
の
思
想
の
継
承
―
―
む
す
び
に
か
え
て

　

尾
張
藩
で
は
、そ
の
後
、義
直
の
学
問
の
志
向
性
が
継

承
さ
れ
、日
本
古
代
史
の
研
究
が
隆
盛
し
た
。
そ
し
て
、

吉
見
幸
和（
一
六
七
三
～
一
七
六
一
）、
河
村
秀ひ

で

興お
き（

秀

頴
、
一
七
一
八
～
一
七
八
三
）、
河
村
秀ひ

で

根ね
（
一
七
二
三

～
一
七
九
二
） 

、
河
村
益ま

す

根ね
（
一
七
五
六
～
一
八
一
九
） 

、

神
村
正ま

さ

鄰ち
か（

一
七
二
八
～
七
一
）、
稲
葉
通
邦（
一
七
二

八
～
一
八
〇
一
）、石
原
正
明（
一
七
六
〇
～
一
八
二
一
）

な
ど
の
多
数
の
学
者
た
ち
が
活
躍
し
、
研
究
書
が
作
成

さ
れ
た
。
河
村
秀
根
・
益
根
に
よ
る『
日
本
書
紀
』の
注

釈
書『
書し

ょ

紀き

集し
っ

解か
い

』は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
稲

葉
通
邦
は『
類
聚
日
本
紀
』お
よ
び『
神
祇
宝
典
』の
校

合
作
業
を
担
当
し
た
と
い
う
。
榎
英
一
氏
は
、
こ
う
し

た
尾
張
藩
の
学
問
の
特
質
を「
尾
張
名
古
屋
の
古
代
学
」

［
榎
一
九
九
五
］と
表
現
し
て
い
る
。

　

義
直
は
読
書
・
学
問
を
重
ね
、
し
だ
い
に
朝
廷
尊
重

の
政
治
思
想
を
熟
成
さ
せ
て
い
っ
た
。
そ
し
て
そ
れ
が

後
代
へ
と
継
承
さ
れ
て
い
っ
た
。
近
松
茂
矩『
円
覚
院

様
御
伝
十
五
箇
条
』は
、
第
四
代
藩
主
徳
川
吉
通（
一
六

八
九
～
一
七
一
九
）の
遺
訓
を
伝
え
る
も
の
で
あ
る
が
、

そ
こ
に「
源
敬
公
御
撰
の
軍
書
合
鑑
巻
末
に
依
王
命
被

催
事
」と
あ
る
。
こ
う
し
た「
王
命
」尊
重
の
思
想
、
す

な
わ
ち
天
皇
・
朝
廷
を
尊
重
す
る
思
想
は
、
尾
張
藩
に

お
い
て
一
つ
の
伝
統
思
想
と
な
っ
て
伏
流
し
て
い
っ
た
。

そ
れ
は
平
時
に
は
深
く
沈
潜
し
て
表
面
化
し
て
こ
な
い

が
、幕
末
維
新
期
の
よ
う
な
激
動
の
時
代
に
な
る
と
、地

底
の
マ
グ
マ
が
噴
出
す
る
よ
う
に
基
底
部
か
ら
表
層
部

へ
と
た
ち
顕
れ
て
く
る
。
明
治
元
年（
一
八
六
八
）一

月
、青
松
葉
事
件
が
起
こ
っ
た［
羽
賀
祥
二
二
〇
二
一
］。

こ
れ
は
、徳
川
慶
勝
ら
の
意
志
に
よ
り
、「
朝
命
」を
掲
げ

て
、
尾
張
藩
累
代
の
重
臣
た
ち
の
う
ち
佐
幕
派
の
立
場

を
と
る
者
た
ち
を
抹
殺
・
排
除
し
た
事
件
で
あ
っ
た
。

尾
張
藩
は
、徳
川
御
三
家
筆
頭
な
の
に
、幕
府
側
で
は
な

く
、朝
廷
側
に
左さ

袒た
ん

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、新
政
府
軍
は

す
ん
な
り
と
江
戸
へ
と
進
軍
し
て
い
っ
た
。

　

こ
の
出
来
事
は
、
そ
の
後
の
名
古
屋
の
運
命
を
決
定

づ
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
明
治
以
降
、
名
古
屋
は
旧
徳

川
御
三
家
の
地
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
大
い
に
発
展

す
る
が
、
そ
れ
は
幕
末
維
新
期
の
こ
の
政
治
選
択
と
密

接
に
関
係
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、そ
れ
は
、

早
く
初
代
藩
主
徳
川
義
直
の
思
想
傾
向
に
規
定
さ
れ
る

部
分
が
あ
る
の
だ
ろ
う
と
筆
者
は
考
え
て
い
る
。

【
参
考
文
献
】

　

大
平
和
典『
日
本
後
紀
の
研
究
』国
書
刊
行
会
、二
〇
一
八
年
。

　

田
辺
裕「『
類
聚
日
本
紀
』の
成
立
」『
神
道
史
研
究
』一
八
―
四
、

一
九
七
〇
年

　

名
古
屋
市
博
物
館
編
・
榎
英
一
執
筆『
尾
張
名
古
屋
の
古
代
学
』

一
九
九
五
年

　

羽
賀
祥
二「
青
松
葉
事
件
」『
蓬
左
』一
〇
二
、二
〇
二
一
年

　

林
屋
辰
三
郎『
角
倉
素
庵
』吉
川
弘
文
館
再
刊
、二
〇
一
七
年

　

丸
山
裕
美
子「
徳
川
家
康
に
よ
る
古
典
籍
の
蒐
集
」『
愛
知
県
立
大

学
日
本
文
化
学
部
論
集
』一
三
、二
〇
二
二
年

　

吉
岡
眞
之『
古
代
文
献
の
基
礎
的
研
究
』吉
川
弘
文
館
、一
九
九
四
年

『類聚日本紀』冒頭部分　蓬左文庫蔵
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◆
孫
の
誕
生

　

宝
永
六
年（
一
七
〇
九
）六
月
、
娘
お
こ
ん
に
、
御
林
奉

行
水
野
権
平（
勘
太
夫
）の
息
子
、
久
次
郎
と
の
縁
談
話
が

持
ち
上
が
り
、年
の
瀬
も
迫
る
十
二
月
二
日
、め
で
た
く
婚

姻
の
儀
が
執
り
行
わ
れ
た
。
翌
年
夏
に
は
文
左
衛
門（
当

時
は
す
で
に
定
右
衛
門
と
改
名
し
て
い
た
）が
娘
の
嫁
い

だ
春
日
井
郡
水
野
村
を
訪
れ
、
預
か
り
の
鹿
や
水
野
家
の

廟
所
を
見
学
し
、
山
中
の
風
光
を
楽
し
ん
だ
。
さ
ら
に
そ

の
後
、
正
徳
元
年（
一
七
一
一
）に
は
朝
鮮
通
信
使
一
行
の

行
列
見
物
、
同
三
年（
一
七
一
三
）に
は
東
照
宮
祭
礼
の
桟

敷
で
の
見
物
と
、水
野
か
ら
娘
お
こ
ん
と
と
も
に
勘
太
夫
・

久
次
郎
父
子
が
そ
ろ
っ
て
名
古
屋
を
訪
れ
て
お
り
、
両
家

の
つ
き
あ
い
は
に
ぎ
や
か
で
あ
っ
た
。

　

そ
ん
な
中
、結
婚
か
ら
七
年
ほ
ど
た
っ
た
享
保
二
年（
一

七
一
七
）七
月
十
一
日
、里
帰
り
し
て
い
た
お
こ
ん
は
無
事

に
男
子
を
出
産
。
亀
之
助
と
名
付
け
ら
れ
た
。
母
子
は
一

月
半
ほ
ど
里
の
朝
日
家
で
過
ご
し
た
後
、
八
月
二
十
七
日

に
水
野
へ
帰
っ
て
い
た
。
初
孫
の
様
子
は
い
か
に
、
と
気

に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
文
左
衛
門
は
年
末
、
師
走
の

朔
日
に
水
野
を
訪
れ
、
久
し
ぶ
り
に
孫
の
元
気
な
顔
を
見

る
こ
と
が
で
き
た
。

お
こ
ん
、
息
災
。
亀
之
助
随
分
き
げ
ん
よ
く
成
長

せ
る
を
見
、甚
悦
び
楽
む
。

　

当
日
の
日
記
は
続
い
て
、
水
野
山
中
の
冬
景
色
を
次
の

よ
う
に
記
す
。

　
左
は
山
、右
は
清
水
流
、ど
と
の
き
よ
り
白
銀
雪
花

を
噴
さ
ま
、
八
畳
岩
其
外
、
巨
岩
奇
石
、
万
景
筆
紙

に
不
及
。
甚
目
を
悦
し
め
、申
半
比
帰
り
、風
呂
へ

入
、其
後
、麦
切
、鴨
な
ん
ど
満
腹
、酒
心
よ
く
給
。

　

若
い
頃
か
ら
酒
の
飲
み
過
ぎ
で
何
度
も
体
調
を
崩
し
た

文
左
衛
門
も
、
こ
の
日
の
酒
は
こ
と
の
ほ
か
お
い
し
く
賞

味
で
き
た
よ
う
で
あ
る
。

　

お
こ
ん
が
結
婚
し
た
翌
年
に
訪
ね
た
時
は
ま
だ
藩
祖
義

直
が
建
て
た
水
野
御
殿（
山
中
で
狩
り
を
行
う
際
の
休
憩

所
）が
健
在
で
あ
っ
た
が
、
四
代
藩
主
吉
通
の
時
に
簡
略

（
財
政
緊
縮
）の
方
針
に
従
っ
て
廃
止
と
な
り
、
再
度
訪
れ

た
こ
の
時
に
は
す
で
に
な
く
な
っ
て
い
た
。

　

文
左
衛
門
の
日
記
は
こ
の
年
の
年
末
で
終
わ
っ
て
お
り
、

翌
年
九
月
、
御
畳
奉
行
在
職
の
ま
ま
、
こ
の
世
を
去
っ
た
。

朝
日
家
は
そ
の
後
実
子
の
跡
継
が
お
ら
ず
、
二
代
続
い
て

養
子
を
迎
え
た
が
、
残
念
な
が
ら
そ
の
後
は
絶
え
て
し
ま

っ
た
。
文
左
衛
門
の
家
系
で
残
っ
た
の
は
亀
之
助
の
み
で

あ
る
。 

◆
そ
の
後
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
ヒ
ス
ト
リ
ー

　

亀
之
助
が
生
ま
れ
た
水
野
家
は
も
と
も
と
、
現
在
の
瀬

戸
市
水
野
一
帯
を
根
拠
と
す
る
在
地
武
士
で
、
古
く
は
織

田
信
長
・
信
雄
に
仕
え
て
い
た
。
徳
川
の
世
と
な
っ
て
尾

張
藩
初
代
藩
主
義
直
が
名
古
屋
入
り
し
た
後
、「
水
野
案
内

之
者
」と
し
て
、
義
直
に
仕
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の

「
水
野
案
内
」と
は
、藩
主
が
鹿
狩
・
猪
狩
等
を
行
う
際
に
、

山
中
を
案
内
し
、そ
の
狩
を
手
伝
う
役
目
の
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
一
般
に
水
野
家
一
統
は「
案
内
衆
」と
も

呼
ば
れ
た
。

　

義
直
に
仕
え
た
の
は
勘
太
夫
の
祖
父
に
あ
た
る
致
番

（
致
重
と
も
）か
ら
で
、
あ
わ
せ
て
御
林
奉
行
と
し
て
尾
張

領
内
の
山
林
の
管
理
も
担
当
し
た
。
ま
た
、
田
畑
の
作
物

に
被
害
を
も
た
ら
す
猪
や
鹿
、
さ
ら
に
は
時
折
人
里
に
出

没
し
て
人
畜
に
被
害
を
与
え
る
狼
へ
の
対
処
も
重
要
な
職

務
で
あ
っ
た
。

　

例
え
ば
、
宝
永
七
年（
一
七
一
〇
）夏
、
春
日
井
郡
篠
木

辺
に
出
没
す
る
狼
・
山
犬
を
国
奉
行
配
下
の
者
が
退
治
し

よ
う
と
し
た
が
果
た
せ
ず
、「
御
国
奉
行
の
首
尾
悪
敷
」（
鸚

鵡
籠
中
記
）と
い
う
状
態
に
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
、
久
次

郎
の
父
、勘
太
夫
を
は
じ
め
水
野
案
内
衆
の
出
番
と
な
り
、

「
水
野
勘
太
夫
手
之
御
案
内
者
大
狼
二
つ
を
撃
、其
後
鎮
る

▲水野村狩場・殿舎図　（名古屋市博物館所蔵）
正徳3年の水野御殿取り壊し以前の様子を描く。
水野川をはさんで右上が御殿（中央に御台所・右に御厩）、 
左下が水野家の屋敷（左右に御厩・中側に御建間2棟）

尾
張
の
筆
ま
め
日
記
伝
（
第
四
回
）

鸚
鵡
籠
中
記
と
千
代
倉
家
日
記（
補
遺
）



7

也
」（
編
年
大
略
利
）と
な
っ
た
。
山
の
事
情
や
動
物
を
よ

く
知
る
集
団
と
し
て
特
異
な
地
位
に
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　

こ
の
勘
太
夫
の
孫
で
も
あ
っ
た
亀
之
助
は
そ
の
後
す
く

す
く
と
成
長
し
、「
享
保
十
六
年
亥
九
月
二
十
九
日（
数
え

十
五
歳
）章
善
院
様（
七
代
藩
主
宗
春
）江
初
而
御
目
見
」

「
同
十
八
年
丑
九
月
十
五
日（
数
え
十
七
歳
）御
林
奉
行
見

習
被
仰
付
」。
以
後
、
異
母
兄
で
あ
る
代
助（
軍
記
と
も
）

に
従
っ
て
御
林
方
の
職
務
を
学
ん
で
い
っ
た
。
水
野
の
山

中
を
駆
け
回
る
若
者
の
姿
が
目
に
浮
か
ん
で
く
る
。

　

亀
之
助
の
父
、
久
次
郎
は
正
徳
六
年（
一
七
一
六
）四
月

二
十
八
日
、そ
の
父
勘
太
夫
の
跡
を
継
い
で
御
林
奉
行
と
な

り
、
享
保
十
六
年（
一
七
三
一
）七
月
九
日
、
病
気
で
退
役
願

い
を
出
す
ま
で
そ
の
職
に
あ
っ
た
。
そ
の
後
は
亀
之
助
の

兄
で
あ
る
代
助（
軍
記
）が
跡
を
継
い
だ
が
、
元
文
三
年（
一

七
三
八
）三
月
二
日
、「
勤
方
不
宜
不
行
跡
ニ
付
」御
役
御
免

と
な
っ
た
。
そ
の
一
ヶ
月
後
に
は
家
を
立
ち
退
き
、行
方
知

れ
ず
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
さ
ら
に
弟
の
亀
之
助
も
同
年

三
月
四
日「
見
習
御
免
被
遊
」。
父
久
次
郎
は
享
保
二
十
年

（
一
七
三
五
）こ
の
世
を
去
っ
て
お
り
、「
水
野
案
内
之
者
」の

役
職
を
解
か
れ
た
水
野
家
は
存
亡
の
危
機
に
あ
っ
た
。

　

幸
い
に
も
そ
の
一
年
後
、
水
野
家
は
復
活
を
遂
げ
る
。

元
文
四
年
七
月
三
日
、亀
之
助
は
権
平
の
名
を
引
き
継
ぎ
、

御
林
奉
行
と
な
っ
た
。
数
え
年
弱
冠
二
十
三
歳
の
若
き
奉

行
の
誕
生
で
あ
る
。
水
野
家
の
記
録「
文
化
九
年
正
月
書

上
水
野
家
系
譜
下
書
」（
瀬
戸
市
史
資
料
編
四
近
世
所
収
）

で
は「
水
野
ニ
お
ゐ
て
代
々
相
勤
来
筋
目
之
由
ニ
て
」、『
士

林
泝
洄
』に
も
同
様
に「
於
水
野
代
々
御
奉
公
相
勤
来
候

継
目
者
ニ
候
故
」と
記
さ
れ
る
。
特
殊
な
職
能
集
団
と
し

て
、
や
は
り
必
要
だ
と
判
断
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
あ

る
い
は
、こ
の
元
文
四
年
は
、正
月
十
三
日
に
七
代
藩
主
宗

春
が
謹
慎
蟄
居
さ
せ
ら
れ
た
年
で
も
あ
る
。
兄
代
助
の
失

脚
か
ら
弟
亀
之
助
の
奉
行
就
任
ま
で
、
用
人
支
配
に
あ
っ

た
御
林
奉
行
が
一
連
の
藩
主
に
ま
つ
わ
る
騒
動
に
巻
き
込

ま
れ
た
と
考
が
え
る
の
は
穿
ち
す
ぎ
で
あ
ろ
う
か
。

　

そ
れ
は
さ
て
お
き
、
御
林
奉
行
に
就
任
し
た
亀
之
助
改

め
水
野
権
平
は
、
意
外
な
と
こ
ろ
に
そ
の
名
を
刻
ん
で
い

る
。
奉
行
就
任
の
翌
年
の
こ
と
で
あ
る
。

　

元
文
五
年
四
月
二
十
六
日
、
鳴
海
の
下
郷
家
当
主
は
三

代
目
の
蝶
羽（
本
名
季
雄
、
二
代
目
知
足
の
長
男
）で
あ
っ

た
が
、そ
の
日
記
に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
。

御
林
奉
行
今
井
七
右
衛
門
殿
、
水
野
権
平
殿
立
寄

鼠
灯
台
御
所
望
。

　

鼠
灯
台
と
は
、下
郷
家
が
所
蔵
す
る
鼠
形
の
灯
台
で
、鼠

の
体
内
に
油
を
蓄
え
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
皿
の
油
が

な
く
な
る
と
鼠
の
口
か
ら
油
が
し
た
た
り
落
ち
る
と
い
う

か
ら
く
り
の
灯
明
具
で
あ
る
。
同
家
初
代
の
久
宗
が
京
都

の
と
あ
る
寺
が
所
蔵
す
る
も
の
を
見
て
い
た
く
感
心
し
、

自
作
し
た
も
の
と
伝
わ
る
。
こ
と
の
真
偽
は
と
も
か
く
、

古
く
は
元
禄
六
年（
一
六
九
三
）三
月
五
日
、
二
代
藩
主
光

友
が
江
戸
へ
参
勤
交
代
で
向
か
う
折
、
本
陣
へ
持
参
し
て

上
覧
に
供
し
て
い
る
。

　

水
野
権
平
の
鼠
灯
台
拝
見
所
望
は
、
お
そ
ら
く
下
郷
家

来
訪
の
き
っ
か
け
作
り
で
、
就
任
挨
拶
を
兼
ね
た
も
の
だ

っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。
鳴
海
村
内
に
も
藩
管
理
の
御
留
山

が
古
く
か
ら
あ
り
、ま
た
光
友
以
来
、延
宝
七
年
、貞
享
五

年
、元
禄
二
年
、五
年
と
細
根
山
を
始
め
鳴
海
の
山
々
で
鹿

狩
も
行
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
元
禄
八
年
四
月
に
は「
猪
鹿

出
、麦
、大
豆
畑
荒
ス
。
依
之
、御
案
内
衆
両
人
、一
昨
夕
よ

り
御
越
。
鉄
砲
打
」（
知
足
日
記
）と
害
獣
退
治
も
お
こ
な

っ
た
。
下
郷
家
と
は
久
次
郎
の
祖
父
、
久
之
丞
の
時
代
か

ら
長
く
つ
き
あ
い
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

権
平（
亀
之
助
）の
諱
は
正
興
。
安
永
四
年（
一
七
七
五
）

八
月
、
六
十
歳
で
病
死
す
る
ま
で
御
林
奉
行
の
職
に
あ
っ

た
。
そ
の
跡
を
継
い
だ
の
は
、
正
興
の
息
子
で
幼
名
惣
次

郎
、
長
じ
て
権
平
を
名
乗
り
、
安
永
四
年
十
月
か
ら
文
化

七
年（
一
七
一
〇
）十
二
月
、
隠
居
す
る
ま
で
御
林
奉
行
を

務
め
た
。
こ
の
間
、
天
明
元
年（
一
七
八
一
）以
降
は
水
野

代
官
も
兼
務
し
、
寛
政
二
年（
一
七
九
〇
）以
降
は
鳴
海
代

官
次
座
に
も
あ
っ
て
、
さ
ら
に
濃
州
の
山
林
も
管
理
す
る

な
ど
、幕
末
ま
で
水
野
家
の
隆
盛
を
不
動
の
も
の
と
し
た
。

江
戸
と
名
古
屋
を
往
来
す
る
藩
要
人
の
出
迎
え
・
見
送
り

も
そ
の
職
分
の
内
で
あ
り
、こ
う
し
た
点
か
ら
も
、御
林
奉

行
水
野
家
と
鳴
海
村
惣
年
寄
下
郷
家
は
代
々
に
わ
た
っ
て

長
く
そ
の
交
流
が
続
い
た
の
で
あ
る
。

（
蓬
左
文
庫　

井
上
善
博
）

文政5年3月条　堀川の桜

▼

大
熊
喜
邦
著『
東
海
道
宿
駅
と
其
の
本
陣
の
研
究
』（
一
九
四
二
）

　
鳴
海
宿
本
陣
屋
敷
図（
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
）

▼

鼠
灯
台
と
内
藤
東
甫
筆
の
掛
け
軸（
個
人
蔵
）
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北
宋
・
仁
宗（
一
〇
一
〇
―
一
〇
六
三
）の
侍
医

で
あ
り
尚し

ょ
う

薬や
く

奉ほ
う

御ぎ
ょ

で
あ
っ
た
王お

う

惟い

一い
つ

が
、
詔

み
こ
と
の
りを

受

け
て
記
し
た
鍼
灸
医
学
書
。こ
れ
を
刻
し
た
石（
天

聖
刻
石
）は
国
都
開
封
の
医
官
院
に
設
置
さ
れ
た

後
、
元
代
に
北
京
へ
移
設
さ
れ
た
が
、
摩
耗
が
著
し

い
た
め
、明
の
正
統
八
年（
一
四
四
三
）に
英
宗
の
御

製
序
を
つ
け
て
重
刻
さ
れ
た（
正
統
刻
石
）。
天
聖

刻
石
は
、明
代
に
紫
禁
城
城
門
の
建
材
と
し
て
再
利

用
さ
れ
近
年
発
掘
さ
れ
た
が
、正
統
刻
石
は
亡
失
し

て
い
る
。
蓬
左
文
庫
に
残
る
拓
本（
蓬
左
本
）は
、宮

内
庁
書
陵
部
本
と
並
び
、亡
失
し
た
正
統
刻
石
か
ら

採
拓
さ
れ
た
稀
少
な
拓
本
で
あ
る
。
ま
た
、第
一
帖

の「
敬
公
御
遺
愛
之
書
」と
記
さ
れ
た
題
僉
、第
十
帖

の
巻
頭
冒
頭
に
捺
さ
れ
た
蔵
書
印「
尾
陽
文
庫
」（
朱

文
方
印
）、
及
び
蔵
書
目
録
等
の
記
述
か
ら
尾
張
徳

川
家
初
代
藩
主
徳
川
義
直（
一
六
〇
〇
―
一
六
五

〇
）の
蔵
書
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　

近
年
研
究
チ
ー
ム
が
進
め
て
き
た
調
査
に
よ
っ

て
、蓬
左
本
の
裏
打
紙
に
用
い
ら
れ
て
い
た
文
書
が
明

代
の
官
文
書（
档と

う

案あ
ん

）で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
档

案
は
保
存
期
間
が
満
了
す
る
と
廃
棄
さ
れ
る
の
が
通

例
で
あ
る
た
め
、実
物
が
現
存
す
る
こ
と
は
奇
跡
的
な

こ
と
で
あ
る
。
蓬
左
本
に
は
、主
に
中
央
官
庁
で
作
成

さ
れ
た
人
事
記
録
や
倉
庫
の
管
理
記
録
、軍
政
文
書
と

い
っ
た
明
代
の
官
僚
の
人
生
や
行
政
シ
ス
テ
ム
を
物

語
る
記
録
が
残
さ
れ
て
お
り
、
今
後
の
研
究
展
開
に

よ
っ
て
は
、従
来
と
は
全
く
異
な
る
レ
ベ
ル
の
新
た
な

知
見
が
見
出
さ
れ
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
。

　

今
年
度
実
施
し
た
科
学
調
査
に
よ
っ
て
、
さ
ら
に

構
造
や
使
用
料
紙
の
成
分
に
つ
い
て
も
研
究
が
進
み

つ
つ
あ
る
。
紙
片
の
成
分
分
析
と
、
顕
微
鏡
に
よ
る

料
紙
の
繊
維
観
察
に
よ
っ
て
資
料
全
体
の
構
造
や
そ

れ
ぞ
れ
の
層
で
用
い
ら
れ
て
い
る
料
紙
の
成
分
が
特

定
さ
れ
た（
左
図
参
照
）。
ミ
ツ
マ
タ
や
コ
ウ
ゾ
を

含
む
紙
は
、明
清
時
代
お
い
て
は
上
質
紙
で
、皇
帝
か

ら
の
命
令
文
や
中
央
官
庁
か
ら
発
給
さ
れ
る
公
文
書

な
ど
重
要
度
の
高
い
書
類
に
も
多
く
使
用
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、蓬
左
本
に
残
存
し
て
い
る
档
案
も
、中

央
官
庁
で
作
成
さ
れ
た
も
の
だ
と
い
う
こ
と
を
裏
付

け
る
結
果
が
得
ら
れ
た
。

　

現
在
も
研
究
チ
ー
ム
に
よ
る
調
査
は
継
続
中
で
、

よ
り
一
層
の
研
究
の
深
化
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
成

果
の
一
端
は『
蓬
左
』で
も
今
後
随
時
紹
介
し
て
い
く
。

（
蓬
左
文
庫　

星
子
桃
子
）

　

二
〇
二
三
年
は
、
い
よ
い
よ
大
河

ド
ラ
マ「
ど
う
す
る
家
康
」（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
）

が
始
ま
り
ま
す
。当
館
も
家
康
イ
ヤ
ー

を
盛
り
上
げ
る
べ
く
、
年
度
末
の
企

画
展「
読
み
解
き 

近
世
の
書
状
」を

皮
切
り
に
、
家
康
ゆ
か
り
の
史
料
や

作
品
を
展
示
し
て
い
き
ま
す
。

　

現
在
、
三
冊
目
の
『
青
窓
紀
聞
』

の
刊
行
準
備
の
真
っ
最
中
。
異
常
気

象
や
怪
奇
現
象
、
色
恋
沙
汰
な
ど
な

ど
…
真
偽
は
定
か
で
な
い
も
の
の
、

江
戸
時
代
の
庶
民
の
生
き
ざ
ま
を
感

じ
ら
れ
る
史
料
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で

す
。
な
ん
と
か
今
年
度
中
に
は
発
刊

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

当
館
は
現
在
、
T
w
i
t
t
e
r

で
情
報
発
信
し
て
い
ま
す
。
展
覧
会

の
ご
案
内
、
新
規
入
荷
し
た
開
架
図

書
の
紹
介
、
他
館
で
の
所
蔵
資
料
展

示
の
ご
案
内
な
ど
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
情

報
は
勿
論
の
こ
と
、
閲
覧
室
の
使
い

方
や
各
種
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
も
随

時
発
信
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
ぜ
ひ
「
フ
ォ
ロ
ー
」・「
い
い
ね
」

を
お
願
い
し
ま
す
。

（
蓬
左
文
庫　

星
子
桃
子
）

【
参
考
】

丸
山
裕
美
子「
蓬
左
文
庫
所
蔵
の
明
拓『
銅
人
腧
穴
鍼
灸
図
経
』に
つ
い

て
」『T

eham
o

』V
ol.2N

o.2 

（
森
ノ
宮
医
療
学
園
、
二
〇
二
二
）及
び
、

井
上
充
幸（
立
命
館
大
学
教
授
）・
辻
正
博（
京
都
大
学
教
授
）・
丸
山
裕

美
子（
愛
知
県
立
大
学
教
授
）・
小
島
浩
之（
東
京
大
学
大
学
院
講
師
）・

髙
島
晶
彦（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
技
術
専
門
職
員
）・
猪
俣
貴
幸（
立

命
館
大
学
大
学
院
）ら
研
究
チ
ー
ム
の
調
査
に
拠
っ
た
。

『銅人腧穴鍼灸図経』構造

表面（竹・ワラ）：明代に取拓した拓本

中間層（ミツマタ）：明代の档案（軍政文書）
　　　　その他雑多な書類や手習いなど

裏面（コウゾ）：明代の档案（行政文書）

銅ど
う

人じ
ん

腧し
ゅ

穴け
つ

鍼し
ん

灸き
ゅ
う

図ず

経け
い

蓬 

左 

通 

信




